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は
じ
め
に

　

重
要
文
化
財
《
鉄 

天
命
「
極
楽
律
寺
」
銘
尾
垂
釜
》
は
当
館
を
代
表
す
る

金
工
品
の
ひ
と
つ
で
、
そ
の
銘
が
古
天
命
（
天
明
）
と
し
て
の
価
値
を
高
め
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
銘
文
の
釈
読
に
つ
い
て
は
訂
正
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
た

め
、
こ
こ
に
報
告
し
釈
読
案
を
提
示
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

１
．
作
品
概
要

　

ま
ず
、
本
品
（
図
１
）
の
概
要
を
記
し
て
お
こ
う
。
口
造
り
は
垂
直
に
立
ち

上
が
る
甑
口
、
胴
は
撫
肩
に
つ
く
り
、
肩
部
に
銘
を
陽
鋳
し
、
後
補
と
思
わ
れ

る
鬼
面
の
鐶
付
を
鋳
掛
け
る
。
底
部
は
打
ち
落
と
し
て
尾
垂
と
し
、
替
底
を
お

こ
な
う
。
鋳
肌
は
天
命
特
有
の
荒
れ
た
岩
肌
で
、
底
部
の
荒
れ
は
比
較
的
お
と

な
し
い
。
銅
製
の
蓋
は
後
補
。
法
量
は
高
一
七
・
五
、
口
径
一
五
・
〇
、
胴
径

二
六
・
八
セ
ン
チ
を
測
る
。
二
重
箱
に
納
め
、
内
箱
蓋
表
面
に
銀
泥
銘
「
極
楽

律
寺
釜
」
を
記
す
（
図
２
）。
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
中
島
小
一
郎
氏
に

よ
っ
て
当
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
の
伝
来
は
不
詳
。
昭
和
二
四
年
（
一

九
四
九
）
重
要
文
化
財
指
定
。

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

館
蔵
《
鉄 

天
命
「
極
楽
律
寺
」
銘
尾
垂
釜
》
の
銘
文
に
つ
い
て

児
　
島
　
大
　
輔

図１　鉄 天命極楽律寺銘尾垂釜 南北朝時代・文和元年（1352）
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図２　同　内箱箱書図３　同　鬼面型鐶付

　

銘
は
陽
鋳
で
、
肩

部
に
右
か
ら
左
へ
一

行
に
あ
ら
わ
す
。
正

面
の
銘
を
「
極
楽
律

寺
総
維
坊
」、
鐶
付

を
挟
ん
で
背
面
の
銘

を
「
文
和
元
〈
壬
辰
〉

臘
月
日
」
と
こ
れ
ま

で
は
読
ん
で
き
た
。

こ
の
銘
が
本
稿
の
主

題
で
あ
る
が
詳
細
は

後
述
す
る
こ
と
と
し

た
い
。
文
和
元
年
は

西
暦
一
三
五
二
年
に

あ
た
る
。

　

荒
れ
た
鋳
肌
か
ら

天
命
釜
と
判
断
さ

れ
、
そ
う
で
あ
れ
ば

在
銘
最
古
例
と
し
て

貴
重
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
天
命
鋳
物
の

在
銘
作
と
し
て
も
元

亨
元
年（
一
三
二
一
）

銘
を
持
つ
千
葉
・
日

本
寺
銅
鐘
と
元
徳
二

年
（
一
三
三
〇
）
銘
を
持
つ
茨
城
・
長
勝
寺
銅
鐘
と
に
次
ぐ
古
例
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
銅
鐘
は
い
ず
れ
も
甲
斐
権
守
卜
部
助
光
な
る
鋳
物
師
の
名
を
記
す
が
、

本
釜
の
作
者
は
知
ら
れ
な
い（

１
）。

　

極
楽
律
寺
で
湯
釜
あ
る
い
は
炊
飯
釜
と
し
て
用
い
た
も
の
を
、
後
世
お
そ
ら

く
は
桃
山
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
底
部
を
打
ち
欠
き
落
と
し
て
替
底
を
お
こ
な

い
、
現
状
の
尾
垂
釜
と
し
て
茶
の
湯
に
供
し
た
も
の
で
あ
ろ
う（

２
）。

同
時
期
に
鬼

面
の
鐶
付
を
鋳
か
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
図
３
）。

２
．
銘
文
に
つ
い
て

　

さ
て
、
銘
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
正
面
冒
頭
の
「
極
楽
律
寺
」
に
つ
い
て

は
異
論
な
い
（
図
４
）。
こ
の
寺
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
良
観
房
忍
性
開
山
の

鎌
倉
・
極
楽
寺
が
想
定
さ
れ
て
き
た
が
、
根
拠
は
な
い
。
同
じ
く
忍
性
に
よ
っ

て
律
院
と
さ
れ
た
今
は
廃
寺
の
三
村
山
極
楽
寺
を
考
慮
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

筑
波
山
麓
の
同
寺
は
平
安
時
代
末
期
に
当
地
を
領
し
た
八
田
知
家
に
よ
っ
て
創

建
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。
知
家
は
下
野
の
名
族
・
宇
都
宮
氏
出
身
で
、
宇
都
宮
朝

綱
の
実
弟
で
あ
る
。
当
地
と
天
明
（
天
命
）
す
な
わ
ち
栃
木
県
佐
野
市
と
は
現

在
の
国
道
五
〇
号
、
近
世
の
結
城
海
道
で
結
ば
れ
る
。
約
六
五
キ
ロ
、
一
六
里

半
の
距
離
は
二
日
の
行
程
で
あ
る
。
血
縁
か
ら
見
て
も
地
理
的
に
も
三
村
山
極

楽
寺
は
下
野
・
天
命
と
は
縁
が
深
い
。
こ
の
よ
う
に
銘
の
「
極
楽
律
寺
」
が
筑

波
の
極
楽
寺
で
あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
無
条
件
に
鎌

倉
・
極
楽
寺
だ
け
を
想
定
し
て
き
た
が
、こ
こ
に
対
案
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

現
状
で
は
確
証
を
欠
き
、
い
ず
れ
と
も
決
し
が
た
い
。

　

次
の
五
文
字
目
の
一
字（
図
５
）が
問
題
で
、
先
述
の
通
り
、
当
館
で
は「
總
」

す
な
わ
ち「
総
」と
読
ん
で
き
た
経
緯
が
あ
る（

３
）。
糸
偏
で
あ
る
こ
と
は
次
の「
維
」

と
読
め
る
字
（
図
６
）
と
同
形
の
偏
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
、
旁
は
横
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目
（
あ
み
が
し
ら
）
に
「
止
」
字
に
読
め

る
。「
心
」
と
読
む
の
は
苦
し
い
。
心
字

の
一
画
目
の
よ
う
に
見
え
る
点
は
、
糸
偏

の
三
画
目
で
あ
る
。「
𦊆
」
は
岡
の
異
体

字
で
、
糸
偏
に
𦊆
は
綱
と
読
み
、
中
近
世

の
崩
し
字
と
し
て
も
違
和
感
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
こ
こ
は
「
綱
」、「
綱
維
坊
」

と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う（

４
）。
綱
維
と
は
綱
の

大
な
る
も
の
を
言
い
、
綱
領
・
大
綱
の
よ
う
な
物
事
の
大
筋
を
指
す
。
ま
た
、

寺
院
に
お
い
て
は
僧
を
監
督
し
事
務
を
執
り
き
る
三
綱
、
す
な
わ
ち
上
座
・
寺

主
・
都
維
那
の
こ
と
を
指
し
、
狭
義
に
は
都
維
那
（
維
那
）
の
こ
と
を
特
に
言

う
。
転
じ
て
役
僧
の
総
称
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
銘
に
言
う
「
綱
維
坊
」

と
は
役
僧
が
住
ま
う
坊
も
し
く
は
役
僧
自
身
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
今
の
と
こ

ろ
、
い
ず
れ
の
極
楽
寺
に
も
綱
維
坊
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
等
を
見
出

し
得
な
い（

５
）。

　

と
こ
ろ
が
、
奈
良
・
西
大
寺
や
神
奈
川
・
称
名
寺
に
は
綱
維
坊(

房)

の
存

在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
都
維
那
坊
や
三
綱
坊
の
よ
う
に
同
様
の
役

割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
坊
（
房
）
の
存
在
も
散
見
さ
れ
る
。
奈
良
・
西
大

寺
所
蔵
絹
本
着
色
大
智
律
師
像
の
軸
裏
に
見
ら
れ
る
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）

の
修
理
銘
に
は
「
綱
維
秀
□
（
如
）」
の
署
名
が
あ
る（

６
）。

こ
の
よ
う
に
、
西
大

寺
文
書
に
は
「
綱
維
」
職
に
あ
る
僧
の
位
署
書
の
ほ
か（

７
）、「
綱
維
御
房
」
を
宛

所
と
す
る
文
書
が
多
数
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
金
沢
文
庫
所
蔵
「
菩
薩
戒
本
宗
要

枢
鏡
文
集
」
裏
文
書
は
「
戒
律
院
綱
維
御
房
」
を
宛
所
と
し
て
お
り（

７
）、
称
名
寺

戒
律
院
に
綱
維
房
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
す
べ
て

で
は
な
い
が
、「
綱
維
」
は
西
大
寺
や
称
名
寺
戒
律
院
に
か
か
わ
る
史
料
に
偏

在
す
る
。
こ
の
こ
と
は
故
無
き
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
綱
維
坊
は
律
院
に
こ

そ
ふ
さ
わ
し
い
坊
名
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
総
維
な
る
語
は
意
味
が
取
れ

な
い
だ
け
で
な
く
、
坊
名
と
し
て
も
諸
書
に
見
当
た
ら
な
い
。
総
維
坊
で
は
な

く
綱
維
坊
と
読
む
べ
き
こ
と
は
、
字
形
だ
け
で
な
く
意
味
内
容
か
ら
も
首
肯
さ

れ
よ
う（

８
）。

　

背
面
の
銘
は
「
文
和
元
」
ま
で
は
問
題
な
く
読
め
る
。
次
の
文
字
は
「
壬
辰
」

を
左
か
ら
書
い
て
一
文
字
に
見
せ
る
割
注
風
の
表
現
と
な
る
。
文
和
元
年
（
一

三
五
二
）
の
干
支
は
壬
辰
で
あ
る
。
末
尾
は
「
臘
月
日
」
と
読
ん
で
問
題
な
い

図４　同　肩部正面陽鋳銘「極楽律寺」

図５　同　部分「綱」

図６　同　肩部正面陽鋳銘「寺綱維坊」
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だ
ろ
う
。
臘
月
は
師
走
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

４
．
ま
と
め

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
釜
の
銘
は
「
極
楽
律
寺
綱
維
坊
／
文
和
元
〈
壬
辰
〉
臘

月
日
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。

　

在
銘
の
古
天
命
の
う
ち
最
古
例
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
本
品
の
価

値
は
揺
る
が
な
い
が
、
こ
こ
に
訂
正
し
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
二
〇
一
八
年
度
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
鉄
：
ク
ロ
ガ
ネ
の
美
」

に
展
示
し
た
際
の
解
説
で
す
で
に
触
れ
て
い
る
ほ
か
、
二
〇
一
六
年
に
Ｍ
Ｉ
Ｈ

Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
『
極
み　

大
茶
の
湯
釜
展
―
茶
席

の
主
』
に
出
品
し
た
際
、
上
記
の
釈
読
案
を
提
供
し
、
同
展
図
録
に
は
「
極
楽

律
寺
綱
維
坊
」
と
し
て
掲
載
し
て
い
た
だ
い
て
い
る（

９
）。
本
来
で
あ
れ
ば
極
楽
寺

綱
維
坊
に
つ
い
て
な
に
が
し
か
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
公
表
す
べ
き
と
考
え

て
い
た
が
、
筆
者
の
怠
惰
の
故
に
い
ま
だ
結
論
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
ひ

と
ま
ず
銘
の
釈
読
案
を
こ
こ
に
提
示
す
る
所
以
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）
鈴
木
友
也
「
茶
湯
釜
」『
日
本
の
美
術
』
八
九
、
至
文
堂
、
一
九
七
三
年
。

（
２
） 

中
野
俊
雄
「
茶
の
湯
釜
と
鉄
瓶
の
歴
史
と
替
底
方
法
」『
鋳
造
工
学
』
七
七
（
二
）、

日
本
鋳
造
工
学
会
、
二
〇
〇
五
年
。

（
３
） 『
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
品
選
集
』
一
九
八
六
年
、
二
七
二
頁
。『
大
阪
市
立
美
術
館

所
蔵
作
品
選
』
二
〇
〇
六
年
、
二
二
四
頁
。

（
４
） 

保
坂
三
郎
・
細
見
良
・
加
藤
主
幹
「
新
重
要
文
化
財
指
定
の
古
芦
屋
釜
」（『
日
本

美
術
工
芸
』
二
一
九
、
一
九
五
六
年
）
で
は
「
綱
維
坊
」
と
読
ん
で
い
る
。

（
５
） 『
生
誕
８
０
０
年
記
念
特
別
展　

忍
性
―
救
済
に
捧
げ
た
生
涯
―
』
奈
良
国
立
博
物

館
、
二
〇
一
六
年
。

（
６
） 

平
田
寛
「
大
智
律
師
像
」『
奈
良
六
大
寺
大
観
十
四　

西
大
寺 

全
』
岩
波
書
店
、

一
九
七
三
年
、
九
三
頁
。

（
７
） 

嘉
暦
二
年
「
西
大
寺
衆
僧
等
連
署
定
文
」
綱
維
源
誉
の
位
署
書
な
ど
西
大
寺
文
書

に
散
見
さ
れ
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
。

（
８
） 『
鎌
倉
遺
文
』
三
六
、
二
四
七
頁
、
№.

二
八
一
〇
八
。
ほ
か
に
も
称
名
寺
聖
教
文

書
に
散
見
さ
れ
る
。
永
井
晋
「
称
名
寺
所
蔵
『
聖
天
五
』
紙
背
文
書
に
つ
い
て
」『
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
四
、
二
〇
一
四
年
ほ
か
。

（
９
） 

原
田
一
敏
監
修
・
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
企
画
・
編
集
『
極　

茶
の
湯
釜
―
茶

席
の
主
―
』
淡
交
社
、
二
〇
一
六
年
。

【
付
記
】
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
一
八
Ｋ
〇
〇
二
〇
二
の
研
究
成
果
の
一
部
を
含
む
。

図７　同肩部背面陽鋳銘「文和元」

図８　同肩部背面陽鋳銘「辰壬臘月日」


